


－1－

公衆衛生情報みやぎ№528

１．JAみやぎ登米農業振興の基本方向策定

平成14年になり，旧JAなかだの組合長で

あった阿部長壽氏がJAみやぎ登米の代表理事

組合長に就任し，「地域農業振興の基本方向」を

策定しました。

この基本方向はJA独自に策定したもので，

地域の課題と現状を整理し「元気な登米農業」

を復活させるために３つのキーワードを設定し

ました。それは，①環境保全農業の推進，②地

産地消，③生消の共生の３項目です。この３項

目を実践するにあたって，組合員の関心を呼び

起こすためにどうするかという協議の結果，登

米農業の基幹である「稲作」で取り組む事にな

りました。そして，その手段として「環境保全

米づくり運動」に取り組み，主食用米生産水田

全体を対象とした新たな米づくり運動を組合員

に呼びかけることになりました。

この環境保全米づくり運動は，JAみやぎ登

米管内の地域運動であり，JAの農協運動その

ものでもありました。このようにJAが管内全

地域の組合員全体に積極的に呼びかけたのは，

食糧管理法時代（平成７年以降は新食糧法）の

米価運動以来だったと思います。そして，この

取り組みが組合員だけでなく，JA役職員の米

づくりに対する意識改革のスタートでもありま

した。

２．環境保全米への全面転換運動

全面転換運動の前段で，いち早く「環境保全

米」づくりに取り組んでいた「旧中田町と旧南

方町」の代表者の方々に阿部組合長が直接協力

を要請し，新たに始める生産者への技術指導や

相談役になることと今後の米づくりに対しての

方向性が一致し，JAと一体となり取り組む事

になりました。

そして，その後速やかに営農担当者の研修会

を開催するとともに，JAみやぎ登米管内８営

農経済センター（旧町単位）において組合員へ

の説明会を実施しました。その中で特に強調し

たのは，「売れる米づくりに取り組み，消費者に

求められる産地にならなければならない。も

う，食糧管理法は無い。産地も変わらなければ

ならない」ということでした。環境保全米づく

り運動の全面転換に取り組むために考えた当時

の新たな米づくりは〔図－１〕の通りです。

さらに，①農業＝自然産業とみてくれている

消費者が多いうちに米づくりへの基本を考え直

す必要がある。ヨーロッパでは，農業に対する

見方が日本とは真逆という話もある。②農薬や

化学肥料についての考え方を変える。化学肥料

や化学合成農薬を否定するものでは無い。これ

までのように，プログラム的に使用する方法で

いいのか？ 頼りすぎではないか？ 等々現状

を検証するということでした。

人は風邪をひけば風邪薬を飲みますが，風邪

をひいていないのに風邪薬を飲むことは無く，

健康な身体を作るために好き嫌いせずバランス

よく何でも食べることを指導します。稲は言葉

を話せませんから，いつでも食べることができ

るような栄養を与えておき，丈夫な稲にする必

要があります。そのためには，土づくりが大変

重要です。昔から「稲は土で作る」と言うほど

で，稲の根をしっかりと張らせる土をつくるこ

とが肝要です。

運動の中で，化学肥料は生育調整という考え

方で整理しました。例えば，料理で使う調味料

ですが，使いすぎれば不味くなり，ほどよく使

えば美味しさが増すと思います。化学肥料や化

学合成農薬も，使いすぎるのは環境に良くな

く，ほどよく使えば自然環境にも優しくなると

捉えるよう諭しました。大変難しいことではあ

りますが…。③加算金については，消費者に求

められ，信頼される産地になれば必ずとれる。

在庫を残さないで完売できる産地になれば，そ

〔命を守る米〕

環境保全米と環境保全米づくり運動芋
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れも加算金ではないかとしました。このような

ことを伝えながら呼びかけ，平成15年（2003

年）産から一斉に全面転換運動をスタートさせ

ました。

しかしながら，開始当初は組合員だけでなく

役職員の中からも特に農薬の使用方法や考え方

について失敗した場合はどうする等様々な意見

や不安の声がありました。

そうした状況もあり，スタート直後はなかな

か理解を得られず実証を重ねながらになりまし

たが，各旧町域単位にある稲作部会のメンバー

が主体的に取り組む事によって，JA管内旧８

町域すべての営農経済センターで「環境保全米

づくり運動」への実践が開始されました。

３．栽培タイプのメニュー方式

環境保全米づくり運動は，みんなで取り組め

る米づくりで，地域総参加型の米づくりを目指

す運動でした。そのため，NPO法人環境保全米

ネットワークと協議し，組織認証型の米づくり

として，新たに環境保全米Ｃタイプを設定して

もらうことになりました。

栽培タイプの内容については，以下〔表－

１〕のとおりです。

この栽培タイプは，生産だけでなく，販売の

面においても使用することにしました。

例えば，Ｃタイプです。国の特別栽培農産物

ガイドラインに遵守し農薬を５割使用成分回数

で減らすことになりますから，従来の半分にな

〔図－１〕新たな米づくりの考え方（※当時考えたフロー）

〔表－１〕栽培タイプの内容

備 考化学肥料農 薬種 別

JAS有機栽培・無農薬無化学無使用無使用Ａタイプ

本田肥料は有機肥料のみ育苗のみ使用５成分以下Ｂタイプ

生育期間中の畦畔除草剤使用禁止慣行の５割減慣行の５割減Ｃタイプ

※１）Ａタイプは，JAS有機栽培（転換期間中含む），農水省ガイドラインによる無農薬無化学肥料栽培まで。
※２）Ｂタイプは，農水省ガイドラインの減農薬減化学肥料栽培の中に，更に，独自に制限を加えたもの。
※３）Ｃタイプは，農水省ガイドラインの減農薬減化学肥料栽培をそのまま採用している。地域慣行は，宮城県の

公表値を慣行としている。
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ります。雑草が出たからと後から除草剤を自由

に散布することができません。そのため，除草

効果が高くなる様，農家は水管理をしっかりし

なければなりません。ねずみやザリガニ等の穴

が畦畔にあったらもう大変です。除草剤散布

後，４日ぐらいは田んぼの水を保たないと，

せっかく散布した除草剤は効かなくなり，草だ

らけになってしまうからです。除草剤を選ぶ側

も，地域全体の中でできるだけ安定効果を発揮

する薬剤選定に向けて，生産者と一緒に常に実

証試験を重ねながら，環境保全米使用の薬剤選

考に取り組んできました。

４．取り組み面積の拡大

初年度の平成15年は，作況69という大変な年

になり，いもち病が大発生しました。特に，穂

いもちが多発生し田んぼが赤茶けて見えるほど

でした。ところが，環境保全米に取り組んでい

た水田は，穂いもちへの感染が軽微でほとんど

品質に影響を受けませんでした。その状況を目

の当たりにした農家からは，環境保全米はいも

ち病に強い?! と言った声も聞こえるほどで，

一般水田においては，それほど被害が大きい年

でした。なぜそのような被害の差がついたのか

は，明確な答えがでませんでしたが，環境保全

米と慣行栽培では，土づくりへの取り組みや肥

料の質の違いから生育進度に若干の差があった

のではないか。有機質肥料を基本に使用し，窒

素肥料を抑制しているから稲の身体が丈夫なの

ではないか等々様々な事が考えられましたが，

いもち病の被害が軽微だったのは事実で，翌年

の平成16年産の作付けから一気に増加し，米の

JA全体集荷量の６割を環境保全米が占めるま

でになりました。JAみやぎ登米の環境保全米

づくりは，この「いもち病被害」を契機に一気

に拡大へと進み，それと同時に，環境保全米へ

の取り組みが地域の話題になっていきました。

この取り組みの拡大は，組合員の環境保全米づ

くりへの期待と米づくりを続けたいという意思

表示だったと思います。そして，登米地域の農

業はやはり「米」が基軸だということをあらた

めて確認できたと同時にこれからのJAの役割

を大変重要に感じた時でありました。

（次号へ続く）
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１．はじめに

登米市津山町は，登米市東部に位置し，町の

約８割が山林である。北上川に流れる７つの川

があり，これまでにも，昭和41年台風26号や昭

和42年台風34号，昭和56年台風15号，昭和61年

台風10号，平成21年台風18号など，また台風以

外にも大雨や豪雨による洪水被害が度々起こっ

ている。その頻度は，宮城県沖地震より高い。

令和元年台風19号（東日本台風）では，南沢川

や石貝川などの氾濫により家屋の浸水被害や田

畑への被害，国道45号線などが寸断される被害

を受けた。津山中学校は，駐輪場下まで浸水

し，孤立状態となった。しかし，幸いなことに

命を落とす人はいなかった。津山中学校の令和

３年度の全校生徒数は84名である。

私の前任校は，気仙沼市立階上中学校という

東日本大震災で大きな被害を受けた学区であ

る。当時の避難者数は，2,000人を超えた。文

部科学省の文部科学白書にも掲載された卒業式

の答辞は，記憶に残っている人も多いのではな

いだろうか。その階上中学校で，防災主任とし

て１年間防災教育について真剣に向き合ってき

た。

登米市立津山中学校に赴任したのは，平成30

年のこと。校舎１階の廊下に平成21年台風18号

の被害写真が掲示してあった。それを見た瞬間

に，防災教育の必要性を強く感じ，訴えるとと

もに，その時々でできる防災教育を考え，実践

してきた。しかし，単発の内容では限界があ

り，継続につながらない。学校全体で防災教育

について考える必要性を伝え続け，令和２年に

千坂校長より，令和３年度の総合的な学習の時

間で防災学習を取り入れるよう指示を受け，本

格的に防災学習を取り入れることとなった。

今年度の防災学習を行うにあたり，宮城県教

育委員会に学校防災アドバイザーを依頼し，東

北大学災害科学国際研究所准教授佐藤翔輔先生

にご指導をいただきながら進めることになった。

２．防災学習について

前述のようなことから令和３年度の防災学習

は，「令和元年台風19号の被害マップ作成」と

した。今年度の防災学習を行う上で，欠かせな

いのが地域との連携である。年度初めの学校運

営協議会で代表生徒が委員の方々に防災学習へ

の協力依頼をした。委員からは，「子どもたち

のためにできることはやろう」という声が上

がった。その後，津山総合支所や津山公民館に

協力依頼をし，津山町内の臨時区長会を開いて

もらい，今年度の防災学習について説明し，協

力依頼を行った。６月22日には，佐藤准教授か

ら「フィールドワークの行い方と被害マップ作

成のポイント」について講話をいただいた。地

域の方に失礼のないような話の聞き方や浸水高

の測り方，被害の状況やその前後を聞いたり写

真を見せてもらったりすることで比較ができ，

被害の状況がより分かりやすくなること等をご

教示いただいた。

７月には全校を８つのグループに分けて

フィールドワークを行った。区長さん方が事前

に地域の方々に話をしていてくれていたことも

あり，地域の方々は，快く生徒を受け入れてく

ださった。浸水高測定をしたり被害の様子等の

聞き取り調査をしたりする調査を行った。

（７月14日：フィールドワーク）

聞き取った内容をグループごとにまとめて被

害マップの作成を行った。

＊１登米市立津山中学校（令和３年度）校長
＊２登米市立津山中学校（令和３年度）防災主任

令和３年度登米市立津山中学校における

令和元年台風19号被害マップ作成について

千 坂 佳 織＊１，小野寺 洋 友＊２
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（７月19日，９月２日：被害マップ作成）

被害マップは，床上浸水や床下浸水，土石流，

道路崩落等，体裁の指定をせず，全て生徒が考

えて作成したものである。

作成した被害マップは，10月13日に防災学習

発表会で発表した。発表会当日は，佐藤准教授

を初め区長，公民館長，登米市総合支所長，登

米市教育委員会，登米市消防本部，道の駅津山

「もくもくランド」駅長，学校運営協議会等の

方々に向けて発表を行った。コロナ禍であった

ため，保護者の参加は見送った。発表形式は，

ポスターセッション形式で行い，７つのブース

に14グループを配置し，生徒全員が２回の発表

を行うようにした。参加者は，聞きたいグルー

プの発表を聞き１回の発表は３分の発表と２分

の質疑応答の計５分で行った。作成した被害

マップだけではなく，補助資料を活用しなが

ら，聞き手に伝わるように発表する姿が見られ

た。地域の方々から様々な質問が出たが，生徒

は，自分たちで調査・まとめをした内容から

堂々と応答していた。

（10月13日：防災学習発表会）

発表会後には，地域の方々との懇親会を行

い，地域の方々から今回の防災学習で感じたこ

とを話してもらった。

（10月13日：懇親会）

地域の方々から「学校とのつながりができ

た」「地域に関心を持ってもらえてありがとう」

という言葉とともに，「地域と一緒に創ってい

くこと」「継続すること」をこれから考えてほし

いと話された。

生徒の振り返りから，「防災意識の変容（複数

回答可）」は，フィールドワークで高まったと実

感した生徒が65％，防災学習発表会で高まった

と感じた生徒が51％，被害マップ作成は45％で

あった。「自分の考えを発表すること」の質問は，

事前調査では５％であったところが，事後調査

では58％と大幅な伸びが認められた。「調べた

内容を整理すること」は，事前調査の17％から

事後調査では65％が高まったと回答している。

３．おわりに

防災教育は，地域とともに創ってこそ成り立

つものであると考える。フィールドワークでイ

ンプットした情報を整理して，防災学習発表会

で地域にアウトプットはできた。しかし，地域

の方々からの「一緒に」や「継続」の言葉を実

現に向けて考え続けて実践していくことが必要

だ。今後も「学ぶ」「感じる」「伝える」ことを

意識させ防災教育を継続していきたい。
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志津川湾の自然環境とラムサール条約

三陸沿岸は世界三大漁場の一つに数えられ，

古くから様々な漁業が営まれてきました。寒流

と暖流が混ざり合う独特の海洋環境を背景に，

生産性と多様性に富む環境が広がっています。

特に南三陸町志津川湾では，寒流に特徴的な海

藻「マコンブ」と，暖流に生育する海藻「アラ

メ」が織りなす海の森（藻場）が共存する貴重

な海域として研究者の注目を集めてきました。

また，絶滅危惧種に指定されている希少な渡り

鳥「コクガン」の重要な越冬地としても知られ

ています。こうした自然環境が国際的に高く評

価され，「志津川湾」は2018年にラムサール条約

湿地として登録されました。

ラムサール 条約は，「持続可能な利用

（SustainableUse）」という概念を，1971年の

採択当初から「ワイズユース（WiseUse：賢

明な利用）」という考え方として取り入れてき

ました。ワイズユースとは，湿地の生態系を維

持しつつ，人々の生業や生活とのバランスを保

ち，湿地から得られる恵みを持続的に受け取り

ながら，次の世代へ受け継いで行けるよう活用

することを意味します。

そのためにできることは，地域によって，あ

るいは，関わる人の立場や考え方によって大き

く変わってきます。しかし，どんな地域でもど

んな時代でも，変わらず大切なことがありま

す。それは，これからの世界を担っていく子ど

もたちの教育です。もっと踏み込んで言えば，

子どもたちとともに地域の人たちが地元の自然

に向き合い，その価値や魅力を共有していくこ

と，と言えるでしょう。

南三陸町での子どもエコクラブの結成

2019年２月，志津川湾のラムサール条約湿地

登録記念イベントとして「KODOMOラムサー

ルin南三陸町」が開催されました（写真１）。

KODOMOラムサールとは，日本全国のラム

サール条約湿地で活動する子ども達が一つの登

録湿地に集まり，地元の子ども達と一緒に行う

体験活動を通して地域の魅力（宝）を探し，話

し合い，自分たちの言葉で発信する二泊三日の

教育プログラムです。このイベントの開催が，

町の子ども達自身が地域の魅力を真剣に考え，

伝える活動を展開していく重要なきっかけとな

りました。

＊南三陸町自然環境活用センター 任期付研究員

地域の自然は地域の宝

～子どもエコクラブ「南三陸少年少女自然調査隊」の活動から～

阿 部 拓 三＊

写真１：「KODOMOラムサールin南三陸町」での集合写真
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このプログラムに参加した町内の子ども達

の，「これからも町の宝を探したい，もっともっ

と交流をしたい」という熱い希望の声を受け，

町内の小中学生からなる子どもエコクラブを結

成することになったのです。当初，小学生だけ

での結成を考えていましたが，「中学生まで含

めてもらえないと私たちが参加できない」とい

う小学６年生児童らの発言から，中学３年生ま

でが対象となりました。2019年度の初代エコク

ラブのメンバーは14名で，初回の集まりでは，

自分たちのクラブ名を決める話し合いを行いま

した。１時間に及ぶ議論の末，クラブ名は「南

三陸少年少女自然調査隊（以下，調査隊）」に

決まりました。地元の自然の魅力を見つけ，伝

えたいという思いがダイレクトに伝わってくる

クラブ名です。子ども達の活発な議論と生き生

きした目を前にしたとき，志津川湾がラムサー

ル条約湿地に登録されて本当に良かった，と心

から感じることができました。

一年の活動を通して

調査隊が結成されてから，今年で４年目とな

ります。通常は，メンバーの希望を反映させな

がら活動内容を決め，年間を通して，月に一回

程度の頻度で活動しています。町営の研究・教

育施設「南三陸町自然環境活用センター（愛称

：南三陸ネイチャーセンター）」を活動拠点と

し，毎年初回の活動では，当センターの前に広

がる干潟で生きもの調査を行なっています（写

真２）。また，巨大な河川堤工事が行われた町

内の河川でも，地元の高校生（志津川高校自然

科学部）と共同での生きもの調査を継続してい

ます（写真３）。いま，東日本大震災や，その

後行われている大規模な復旧工事，さらには近

年の地球温暖化の影響などから，沿岸部の自然

環境は大きく変化し続けています。今後私たち

が，地域の自然とどう向きあっていくのかを考

える上で，地域で地域の自然を見つめ，記録し

ていくことが重要です。そのためにも，地域の

子ども達には，しなやかな目と感性を養ってほ

しいと考えています。

また，調査隊の活動では，町外や県外の子ど

もたちとの交流も重視しています。その際，日

本国内のラムサール条約湿地（現在53カ所）間

の密なネットワークが力を発揮します。調査隊

が他湿地へ出かけたり，他湿地の子どもたちを

南三陸町で受け入れたりしながら，交流を通し

て，自然の多様な価値や魅力を実感し，地域の

宝を再認識することができます。

おわりに

調査隊設立当初からの目標の一つに，毎年一

年間の活動をまとめた壁新聞を作成し，町の魅

力を広くアピールすることがあります。実体験

から感じたことや考えたことを自分の言葉で伝

えることを通して，地域の自然の価値や魅力

が，自分自身の本当の宝となるはずです。そん

な「宝」を見つけるのが早ければ早いほど，ま

た，その数が多ければ多いほど，その後の人生

が彩り豊かなものになっていくと信じていま

す。そして，地域への誇りと愛着が生まれ，持

続可能な地域のあり方を地域レベルで議論し，

実現できる人材として，活躍してくれたらと

願っています。写真２：南三陸少年少女自然調査隊の集合写真
（干潟の生きもの調査にて）

写真３：調査活動の様子
（川の生きもの調査にて）
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写真４：子どもたちがつくった壁新聞「海の森へようこそ」。2019年度こどもエコクラブ
「全国エコ活コンクール」で環境大臣賞を受賞した。
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１．はじめに

宮城県環境生活部では，部内職員研修の一環

として，環境衛生技術職員研修を開催し，技術

職員の環境衛生問題に関連する最新の知識の普

及や，職員の職務遂行能力の向上を図っていま

す。

環境生活部の技術職員は，食品衛生部会，獣

疫衛生部会，環境衛生部会，廃棄物部会，環境

公害部会の５つの部会に分かれ，業務に関する

課題について，調査・検討を行っています。

また，平成26年度からは，多様化・複雑化す

る環境生活行政の課題に対応するため，部内職

員による企画立案型の研修である政策形成能力

向上研修を実施しており，令和３年度は「「2050

年二酸化炭素排出実質ゼロ」実現に向けた環境

政策を考える」をテーマに検討を行いました。

これらの研修成果を報告し，部内職員が互い

に知識を深める場として，毎年１月下旬頃に全

体研修を開催しています。また，職員表彰を受

賞したテーマや部会に含まれないテーマについ

ても，それぞれの所属の独自の検討結果として

全体研修で報告しています。

令和３年度は，令和４年１月28日に開催し，

６テーマを口頭発表，２テーマを抄録にて紙上

報告しました。この中でも，特に環境生活行政

に関連する発表事項として，口頭発表２件の概

要を紹介いたします。

２．報告概要

【テーマ１】

特定建築物のCO２濃度を評価指標とした

管理実態調査

環境衛生部会

（仙台保健福祉事務所岩沼支所

木幡 光）

１．はじめに

特定建築物は，特定用途（興行場，百貨店，

集会場，図書館，博物館，美術館，遊技場，店

舗，事務所，学校又は旅館）として使用され

る延べ面積が3,000㎡以上（学校等は8,000㎡

以上）の建築物であり，建築物における衛生

的環境の確保に関する法律（昭和45年法律第

20号）（以下，「法」という。）に基づき，環境

衛生上良好な状態となるよう維持管理が行わ

れている。

令和２年頃より世界各国で新型コロナウイ

ルス感染症が流行している状況において，社

会経済活動と両立可能な感染拡大防止対策へ

令和３年度宮城県環境生活部環境衛生技術職員研修

「全体研修」の概要について

宮城県環境生活部

〈口頭発表事項〉

発 表 者報告課題名No．

【職員表彰受賞業績発表】
気仙沼保健福祉事務所
千葉 さくら

長期化した産業廃棄物不適正
保管案件に対する指導と改善

1

【食品衛生部会】
東部保健福祉事務所
物江 静香

かきむき処理場の衛生管理に
関する取り組みについて

2

【廃棄物部会】
仙台保健福祉事務所
岩沼支所
大塚 智史

災害廃棄物処理に係る保健所
職員対応力向上に向けた取組
について

3

発 表 者報告課題名No.

【獣疫衛生部会】
仙台保健福祉事務所
黒川支所
田原 亜希子

飼い主のいない猫の不妊去勢
事業の実施状況について

4

【環境衛生部会】
仙台保健福祉事務所
岩沼支所
木幡 光

特定建築物のCO２濃度を評
価指標とした管理実態調査

5

【政策形成能力向上研修】
環境政策課
加川 綾乃

「2050年二酸化炭素排出実質
ゼロ」実現に向けた環境政策
を考える

6

〈紙上報告事項〉

発 表 者報告課題名No.

【食品衛生部会】
食肉衛生検査所
石幡 響

と畜場HACCP外部検証につ
いて

１

【環境公害部会】
仙南保健福祉事務所
畠山 皓大
仙台保健福祉事務所
根本 真実

水質汚濁防止法の特定事業場
における災害時の被害状況把
握のための対応方法について

２

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀

行政等からの情報
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の取り組みが急務となっている。特定建築物

はその用途と規模から多くの人が利用するた

め，感染拡大防止対策のひとつである換気の

徹底が特に必要な施設である。

本研究では，特定建築物における空気環境

についての指導・周知啓発に係る知見を得る

ことを目的とし，立入検査等の現地確認等

（以下，「立入等」という。）の結果や事業者

に提出を求めている維持管理実績報告書の情

報から，空気環境の測定結果，設備等の維持

管理状況等の関連性を解析した。特定建築物

では換気の指標としてCO２濃度（管理基準：

1000ppm以下）が用いられるため，本研究に

おいてはCO２濃度に特に着目し確認及び解

析を行った。

２．結果及び考察

茨 CO２濃度基準超過の関連因子の解析

令和２年度に宮城県（仙台市を除く）内

の特定建築物に対して行った立入等の件数

は，全360施設中258施設であった（飲食店

等をテナント等として含む203施設は全て

立入等を実施）。これらの結果及び令和元

年度・令和２年度実績報告書の情報等か

ら，各比較項目とCO２濃度基準超過（以

下，「CO２超過」）の関連性を解析した。比

較項目としては，特定建築物の用途・所有

者・空調設備・空気環境の測定主体・施設

の規模の違い，機械換気設備・飲食店の有

無を対象とし，項目毎のCO２超過施設の割

合を算定した。

各用途におけるCO２超過施設の割合に

ついて，事務所と学校は30％以上，百貨店

と旅館では10％未満となり，用途による

CO２超過施設の割合の差は有意となった。

また，所有者による違いとして，公の特

定建築物（以下，「公」という。）と公以外

の特定建築物（以下，「公以外」という。）

のCO２超過施設の割合を比較したところ，

公が約38％，公以外が約12％であり，公は

公以外に比べ有意にCO２超過施設の割合

が高い結果となった。公と公以外に分けた

用途別のCO２超過施設の割合を図１に示

した。事務所，学校，旅館及びその他（博

物館等）において，公が公以外よりもCO２

超過割合が高い結果となった。公の百貨店

及び店舗の調査対象施設数は０施設であ

り，興行場も施設のみで誤差による影響を

大きく受けることから，これらの用途にお

いては一概に公，公以外の間でCO２超過割

合の比較ができないが，公が公以外より

CO２超過割合が高い傾向は，特定の用途に

限定されることではなく一般的なものであ

る可能性が推察された。

一方で，空調設備の違いや飲食店の有無

など，その他の項目はCO２超過施設の割合

に有意差が見られなかったため，これらが

空気環境に及ぼす影響は小さいと推察され

た。

芋 CO２超過施設の改善状況調査

令和２年度の立入等でCO２超過がみら

れた45施設に対し，令和３年度に再度立入

等を行い改善状況について確認（以下，「再

調査」という。）を実施した。その結果，基

準値内に改善したのは32施設，改善しな

かったのは６施設，記録が確認できなかっ

た７施設であった。

講じた対策としては，ハード面（設備の

導入等）の対策よりも，施設の管理運用方

法に関するソフト面（窓の開放等）の対策

が多かった。基準値内に改善した32施設の

内，ソフト面の対策を実施したのは97％，

ハード面の対策を実施したのは50％であっ

た。一方，再調査においても改善されな

かった施設は，ソフト面の対策実施が

67％，ハード面の対策実施が50％であった。

基準値内に改善した施設は，基準値内に

図１ 公と公以外の用途別CO２超過施設の割合

※棒グラフ上部の数値は，「CO２超過施設数／

対象施設数」
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改善しなかった施設よりも，ソフト面の対

策を講じた施設の割合が30％高かった。特

に入場制限，窓の開放の項目で両者に10％

以上の差があった。また，基準値内に改善

した施設においてハード対策としてCO２

センサーを設置した施設は10％以上あり，

CO２センサーは直接CO２濃度を低減させ

る機能は有しないが，適切な換気の管理に

有効だったと考えられる。

立入時に確認した窓の開放による換気の

取り組みについて図２に示す。空気環境が

改善した施設では窓の開放や扇風機，サー

キュレーター等により換気を行っている施

設が多かった。一方，空気環境が改善され

なかった施設の中には，換気のために解放

した窓から流入する空気が，室内に設置し

た扇風機により室外に出される構造となっ

ていたところもあった。この施設に対して

は，換気効率改善のため，部屋の使用に支

障がない範囲で扇風機の設置場所を変える

よう助言を行った。

３．まとめ

県内の特定建築物を調査した結果，CO２超

過施設の割合は，施設の使用用途では学校及

び事務所等が，設置主体では公の特定建築物

が高い結果となった。その理由については，

今後さらなる究明が必要と考える。

空気調和設備の方式等の比較においても，

CO２超過施設の割合に有意な差は認められ

なかった。再調査の結果，空気調和設備の方

式に関わらず，改善した施設は改善しなかっ

た施設に比べて，窓の開放，CO２センサー設

置，入場制限等の対策を講じた割合が高かっ

た。このことから，施設の改修のような大掛

かりな対策は必ずしも必要ではなく，施設の

使い方や管理の方法等のようなソフト面の工

夫（対策）により空気環境の改善は可能であ

ることが示唆された。

新型コロナウイルスにより現在も多数の感

染者が発生しており，感染拡大予防対策を継

続することが求められている。ソフト面の工

夫による対策はハード面の対策と比較して低

コストであることも多く，管理者の意識向上

により比較的容易に空気環境が改善する可能

性がある。今回の調査により得られた知見を

活かし，今後の事業者への指導につなげてい

きたい。

【テーマ２】

飼い主のいない猫の不妊去勢事業の

実施状況について

獣疫衛生部会

（仙台保健福祉事務所黒川支所

田原 亜希子）

１．はじめに

県では，動物の愛護及び管理に関する法律

（昭和48年法律第105号）の趣旨に基づき，みだ

りな繁殖を防止し，人と動物が共生できる生活

環境を確保することを目的として，公益社団法

人宮城県獣医師会（以下「県獣医師会」とい

う）と連携して，県内（仙台市を除く）に生息

する飼い主のいない猫（以下「当該猫」とい

う）を保護し，不妊去勢手術を実施した団体ま

たは個人に対し，手術費用の一部を助成する

「飼い主のいない猫の不妊去勢事業」（以下，

「本事業」という）を実施している。本事業は，

平成26年度に開始し，平成29年度及び令和元年

度に事業規模及び助成額を拡充し，今年度で８

年目となる。そこで本事業の実施状況をとりま

とめるとともに，猫の引取り状況等と比較し，

その効果等を検証した。

２．材料と方法

茨 事業概要

本事業の概要は以下のとおり。

図２ 窓の開放による換気の取り組み

当該猫の生息地付近に居住又は勤務し
ており，これを保護した者
当該猫を引取り，又は譲渡を推進する
団体または個人であって，「宮城県犬
及び猫の譲渡実施要綱に基づく「登録
譲渡対象者」として登録した者（以下
「登録団体等」）

対 象 者
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（令和３年度実施要領より）

芋 調査期間

平成26年度から令和２年度まで。

鰯 調査方法

県獣医師会から提出された助成申請書に

記載された申請者，保護場所，申請頭数，

病院の各情報について集計した。また，本

県の猫の苦情及び相談件数と所有者不明猫

の引取り数等のデータと比較し検討を行っ

た。なお苦情及び相談件数は飼い猫に関す

るものも含まれているが，猫に関する傾向

を把握するために検討材料とした。

３．結 果

茨 実施頭数について

初年度は９月から事業を実施したため，

実施頭数は174頭と計画頭数を大きく下

回ったが，事業規模を拡充した平成29年度

（助成上限額の増額，計画頭数の増加）及

び令和元年度（計画頭数の増加）に，実施

頭数がそれぞれ543頭，834頭と大幅に増加

した。

性別ごとでは，全期間を通して雌の実施

頭数が多く，雄の約２倍に達していた（表

１）。

当該猫が保護された市町村を管轄する保

健所ごとに集計したところ，仙南管内が

939頭と最も多く，気仙沼管内が133頭と最

も少なかった。２回目の事業規模が拡充さ

れた令和元年度以降は，大崎管内，登米管

内，石巻管内において実施頭数が増加し，

直近の令和２年度は石巻管内の利用が186

頭と最も多かった（図１※）。

芋 申請者について

申請者数は，実施頭数と同様に，事業の

拡充を行った平成29年度と令和元年度に大

幅に増加した。申請者のうち，登録団体等

の実施頭数が占める割合は，平成26年度は

実施頭数全体の２割を占めていたが，申請

者が増加するに従い減少した（表２）。

また，申請者数１人あたりの申請回数

は，１～２回の人が1,664人と全体の９割に

達する一方，６回以上申請した人は，26名で

あった（表３）。

図１ 保健所管轄別の実施頭数

表１ 事業概要及びその実績

実施頭数計
画
頭
数

助成額（円）

実施期間

年

度
合
計

雌雄雌雄

17412351

4006,0003,000

H26年９月～H27年２月H26

365259106H27年６月～H28年２月H27

359235124H28年６月～H29年２月H28

543354189
600

12,000
（上限）

6,000
（上限）

H29年６月～H30年２月H29

641461180H30年６月～H31年２月H30

834577257
80012,0006,000

H31年４月～R１年12月※R１

795546249R２年４月～R２年12月※R２

※計画では通年実施であるが，予算の上限に達したことより年内新規

受付を終了

表２ 申請者数（年度別）

合計R2R1H30H29H28H27H26

2,134
（38）

468
（6）

491
（6）

361
（6）

294
（5）

216
（6）

209
（5）

95
（4）

申請者数
（登録団体等※）

3,711
（246）

795
（16）

834
（32）

641
（30）

543
（50）

359
（39）

365
（44）

174
（35）

実施頭数
（登録団体等※）

※（ ）は内数
※県に登録をしていない団体等は含まない

哀

哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀※「その他」は，保健所等から譲渡された又は仙

台市等対象地域外で保護された頭数

登録団体等から当該猫の譲渡を前提と
する飼養管理の委託を受けた者

対 象 者

県獣医師会の会員協力動物病院（以下
「病院」）

手 術 機 関

雄：6,000円/頭，雌：12,000円/頭助 成 額

当該猫の不妊去勢手術を依頼する病院
に申請（保護日から１ケ月以内に行
う）
連署人２名（申請者と同一世帯ではな
く，当該猫を保護した場所の近隣に在
住又は勤務する者）が必要

申 請 方 法
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鰯 保護場所について

最も多かった保護場所は，申請者の自宅

敷地内（自己所有の畜舎・作業場等を含

む）であり，自宅周辺，勤務先での保護を

含めると72％であった（表４）。

允 協力動物病院について

病院数は年度毎に変動するが，調査期間

中登録のあった病院計60施設のうち，実際

に施術を行った病院は56施設であった。各

病院での実施頭数はばらつきが大きく，調

査期間中に100頭以上施術した病院は12施

設で登録数の21％であり，これらの病院が

実施頭数の約65％の手術を行っていた（表

５）。

印 猫の引取り数について

各保健所における所有者不明猫の引取り

数は，平成26年度から平成28年度は1,800頭

前後を推移していたが，平成29年度に

1,538頭と大幅に減少し，以降減少傾向に転

じ，令和２年度は1,003頭であった（図２）。

咽 猫の苦情及び相談件数について

苦情内容（餌付，外飼い糞尿，鳴き声）

は，年度により増減はあるものの，ほぼ横

ばいで推移していた。一方，譲渡希望や不

妊去勢の相談件数が増加していた（表６）。

４．考 察

平成26年度に開始した本事業の実施頭数

は，事業開始初年度を除き，概ね計画頭数に

達する水準で推移しており，この傾向は，事

業規模を拡充し計画頭数を増加した後も同様

であった。また，申請者数も実施頭数の増加

表３ 申請者数（申請回数）

割 合申請者（人）申請回数

76％1,393１回

15％271２回

5％83３回

2％45４回

1％17５回

1％26６回以上

1,835人数合計
娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

表４ 保護場所

割 合保護場所

42％自宅

27％自宅付近

3％勤務先

2％商業施設

18％その他施設

3％連署人宅

4％保健所等

1％不明

表５ 病院の実施状況（全調査期間）

割合
実施頭数
（総計）

割合病院数実施頭数

――7％4０頭

2％6227％16１－９頭

11％42430％1810－49頭

21％78617％1050－99頭

24％88112％7100－199頭

21％7945％3200－299頭

8％3122％1300－399頭

12％4532％1400頭以上

3,71260合計

図２ 所有者不明猫の引取り状況

表６ 猫の苦情及び相談件数

R2R1H30H29H28

110921006958餌付

419360274284205譲渡希望

566546524505508失踪照会

7550383922外飼

9010910410689糞尿

239260248208280
引取依頼
（35条第１項）

749764709678800
引取依頼
（35条第３項）

1611172310鳴き声

61782096しつけ・飼方

7059322825不妊・去勢

682634543379261その他

3,0772,9632,6092,3282,264計

※猫の苦情・相談集計はH28年度から開始
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に併せて増加し，登録団体等以外の県民から

の申請が実施頭数で８割以上を占めたほか，

当該猫が保護された地域も全県的であるな

ど，本事業が県民に広く認知され，地域猫対

策の有用な手段として活用されていることが

推察された。

統計資料として集計している「猫の引取り

数」及び「猫に関する苦情及び相談件数」の

推移について，本事業との関連を確認した

が，明らかな関連性は認められなかった。

県では，「宮城県動物愛護管理推進計画」に

おいて，「犬・猫引取り数」及び「苦情件

数」に関する数値目標を設定し，人と動物が

真に共生する社会の実現を目指すこととして

いる。本事業は，所有者不明猫の繁殖を抑制

することによる将来的な引取り数の減少を目

的としたものであるが，その効果が「引取り

数」や「苦情件数」の減少として現れるには，

一定程度の期間を要すると考えられ，引き続

きその推移を注視することとしたい。なお，

「引取り数」については，令和元年度に動物

の愛護及び管理に関する法律が改正され，所

有者不明の犬猫の引取りを拒否できる場合等

が新たに規定されたことを受け，安易な引取

りが殺処分数の増加につながることのないよ

う，保健所において，引取り依頼者への説諭

が積極的に行われるようになった影響も考慮

する必要がある。

今後，申請者や保護した場所周辺の住民を

対象としたフォローアップ調査等を通じて事

業活用による具体的な効果等の把握に努め，

本調査結果と併せて市町村と共有することに

より，保健所や市町村にとって解決の難しい

課題の一つである飼い主のいない猫を原因と

する糞尿被害等の解決の一助とするととも

に，本事業のより効果的な運用を図っていき

たい。

３．むすびに

今後も，環境生活部の技術職員が，本研修会

を通して課題や成果の共有を図り，業務改善や

事業の実施に活かしていくことで，県民の皆様

から寄せられる環境生活行政への期待に応えら

れるよう努めていきます。
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名取市では，平成31年４月より「元気なとり」

食育プラン（第３次）とともに「元気なとり」

減塩プロジェクトがスタートしました。スター

トした理由として，「減塩！減塩！」と様々な場

所に話をしてもなかなか減らない高血圧者。平

成28年度の特定健康診査受診者でⅡ度以上高血

圧者（160/100以上）が7.6％いました。また，

肥満者や高血糖者も多く，この方々も高インス

リン血症のため，塩分を腎臓で再吸収してしま

うので更に減塩を気を付けないといけません。

今までの減塩の栄養指導では，住民から「美

味しくない」「続けられない」「お父さんにしょ

うゆかけるなと言ってもかけてしまう」など言

われていました。そのため，「自然と減塩がで

きる環境づくり」を進めることで美味しく減塩

ができるのではないかと思いました。また，以

前に現在の日本高血圧学会減塩・栄養委員会の

野村善博氏の講演を聞き，下呂市や増毛町の取

り組みを教えていただきとても衝撃的でした。

自分の市でできたらすごいだろうなと思い，野

村氏に相談したことでこの取り組みを進めるこ

とができたと思っております。

平成31年度・令和元年度の取り組み

平成31年４月には，記者会見での発表。部課

長が集まる会議での説明並びに，日本高血圧学

会JSH減塩食品リスト掲載品の調味料を使っ

た浅漬けなどを食べていただき，減塩なのに美

味しいということを感じていただきました。

また，市民向けにスーパーに出向いて名取市

の取り組みを説明し，イベントをさせていただ

きました。JSH減塩食品リスト掲載品の展示

や試食，アンケートを取り，市民へのアピール

も行いました。

その他，母子手帳交付時や乳幼児健診では，

減塩のお菓子等を知っていただいたり，健康診

断の待ち時間に「宮城県の食塩摂取量」や減塩

プロジェクトの趣旨，JSH減塩食品リスト掲載

品の食品の展示を行いました。

農林水産課とも連携し，「新米試食会」で減塩

食品を利用した料理の提供と減塩プロジェクト

の趣旨を説明させていただきました。

市内のスーパー全店に説明に伺い，JSH減塩

食品リスト掲載品の食品の販売についてのご相

談をさせていただきましたが，なかなか難しい

のが現状でした。そんな時に上司から「市役所

の売店に相談してみたら？」と言われ，早速売

店の方に相談したところ，減塩食品を置いてく

ださるようになり，その他の取り組みにも積極

的にご協力いただけるようになりました。

また，減塩フォーラムを開催し280人の方に

参加していただきました。野村氏の講演や

JSH減塩食品リスト掲載品の展示。名取市食

生活改善推進員の方々にご協力をいただき，名

取市特産のせりやたけのこを使った減塩料理を

作っていただき参加者に試食をしてもらいまし

た。その際のアンケートでは「美味しい」との

声が多く，減塩でも美味しいということを感じ

ていただきました。

食生活改善推進員の皆さんには，地域の強み

を生かした減塩の仲間づくり運動や伝達講習会

で減塩食品を利用した講習会の開催。公民館ま

つりでの周知等様々なところで普及啓発活動を

していただきました。

令和２年度以降の取り組み

これからという令和２年度は，３月からの新

型コロナウイルス感染症の拡大により「減塩」

どころではありませんでした。

そんな中，市内小売業やスーパー９店舗が名

取市減塩推進協力店として，幟旗の設置や減塩

食品の販売等を始め，食生活改善普及運動月間

では，減塩食品のそばにPOPを貼っていただく

等市民に減塩について意識していただけるよう

ご協力をいただいております。令和３年度現在

で薬局も含む13店舗と増えており，今年度は更

に飲食店にもご協力をいただければと考えてお

ります。

「元気なとり」減塩プロジェクトについて

名取市保健センター

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀

地域からの発信
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また，名取市特産に，「笹かまぼこ」がありま

す。市民にとって「笹かまぼこ」はおやつやお

つまみのお供としてよく食べられています。そ

こには，しょうゆをつけて食べる風習もありま

す。それが，減塩になったらと思い，体当たり

で「株式会社 ささ圭」に名取市の減塩プロ

ジェクトの趣旨や思いをお伝えし「減塩の笹か

まぼこ」を作ってほしいとお願いしたところ，

会社のご厚意で作ってくださいました。そして

JSH減塩食品としても認定されました。本当

に，社長を始め，社員の皆様のご努力やご苦労

は大変なことだったと思います。今でも本当に

感謝しております。

また，令和２年度は，「スマートミール認証

店」が名取市で初めて１店舗登録されました。

スマートミールとは「健康づくりに役立つ栄養

バランスのとれた食事のこと」で１食の中で，

主食・主菜・副菜が揃い，野菜がたっぷり食塩

のとり過ぎにも配慮した食事で，日本高血圧学

会や日本糖尿病学会などの13の学会が審査・認

証しています。こちらも令和３年度現在は名取

市に３店舗・仙台市に１店舗認証されており，

更に１店舗申請中です。

また，食生活改善推進員さんが，「多めの菜取
な と

り（名取）で減塩！」として名取市特産の小松

菜や青梗菜とJSH減塩食品リスト掲載の調味

料等を使用し簡単減塩料理を作っている

Youtube動画を作成しました。また，その料理

をお弁当にしたものを市内の飲食店にご協力い

ただき，期間限定で販売していただきました。

令和３年度は，減塩料理のアイデアを市民の

皆さんに教えていただくため“名取市みんなの

「小松菜・チンゲン菜の美味！減塩料理」コン

テスト”を行いました。新型コロナウイルス感

染症の影響で応募件数が少ないのではと思って

いましたが，110人76作品の応募がありました。

厳選なる審査の結果，名取北高等学校の「海鮮

風お好み焼き」がグランプリとなりました。ま

たその作品は市内飲食店で販売され，その他

「こまツナおから」「小松菜と減塩笹かまのナ

ムル」がランチプレートとしても販売されまし

た。最近ですと，閖上にあるイトーチェーンゆ

りあげ食彩館のフードコートでもランチにこの

２作品が４月下旬まで販売され，フードコート

内でも「元気なとり」減塩プロジェクトのPR

をしていただいております。

地道に活動を続けていますが，特定健康診査

受診者のⅡ度高血圧以上者の割合は令和元年

度は5.4％。令和２年度は8.3％。令和３年度は

4.3％とデータヘルス計画で目標としていた令

和５年度6.9％より改善してきています。しか

し，食育事業で行っている幼児の尿中塩分測定

では３ｇ未満のお子さんはほとんどいないこと

や，高血圧者のミニ学習会での尿中塩分測定で

もなかなか６ｇ未満になっている方はいないこ

とから今後も特定健診での保健指導や乳幼児健

診で減塩の必要性をお伝えしていきたいと思い

ます。

また，令和４年度は学生さんによる「減塩お

弁当コンテスト」を企画しています。スマート

ミール認証基準に準じた野菜たっぷりそして減

塩のお弁当を考えていただきます。そして継続

して販売していただけるよう，市ではお店と打

合せををしながら準備を進めています。

周知がまだまだ足りないと感じていますの

で，今後も様々な機関と連携しながら，そして

ご協力をいただきながら「自然と減塩ができる

環境づくり」を進めていきたいと思います。
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R１ 食育まとめ

R２ 食育まとめ
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宮城県感染症発生動向調査情報

（令和４年２月28日～令和４年４月３日，第９週～第13週）

宮城県結核・感染症情報センター＊

宮城県結核・感染症情報センターでは，「感染症法」に基づき，県内の医療機関の協力を得て，感
染症の患者発生報告と病原体の検出報告を行っています。ここでは月間の動向を提供します。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀

感染症情報

２．定点把握疾患報告状況

期間中，明らかな流行は認められませんでした。

３．病原体検出状況（保健環境センター検出分）

2022年累計月検出件数＊病 原 体

0A（H１）型

インフルエンザ
ウイルス

0AH1pdm09
0A（H３）型
0B型
0パラインフルエンザウイルス３型
0エンテロウイルス
0コクサッキーウイルス
0エコーウイルス
0アデノウイルス
0ヒトパレコウイルス
0風しんウイルス
0麻しんウイルス
0ヒトパルボウイルスB19
0GⅠ群

ノロウイルス 47GⅡ群
0GⅠ群及びGⅡ群
0ロタウイルス
0サポウイルス
0アストロウイルス
0ライノウイルス
0Ａ型肝炎ウイルス
0Ｅ型肝炎ウイルス
0RSウイルス

1,130455SARS-CoV-2
0O157

腸管出血性
大腸菌

0O26
0その他
0腸管毒素原性大腸菌
0腸管侵入性大腸菌
0腸管病原性大腸菌
0腸管凝集付着性大腸菌
0他の下痢原性大腸菌
0サルモネラ
0C.jejuniカンピロ

バクター 0C.coli
0黄色ブドウ球菌（毒素産生性）
0Yersiniaenterocolitica
0Ａ群溶血性レンサ球菌
0Legionellapneumophila

＊２月28日～４月３日の検出日で集計

４．トピック

県内の新型コロナウイルス感染症の患者数は依然として

高い水準で推移しています。宮城県は，４月10日が期限の

【再拡大防止期間】を５月15日まで延長とし，感染対策の

継続を要請しています。感染拡大を抑制しながら，可能な

限り社会・経済活動を維持していくためには，ワクチン３

回目の早期接種や，基本的な感染対策の徹底に努めるとと

もに，今後の動向についても注視してください。

＊宮城県保健環境センター微生物部
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/hokans/kansen-center.html

四類感染症
2022年累計２月28日～４月３日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
222Ｅ型肝炎
00Ａ型肝炎
00エキノコックス症
00コクシジオイデス症
00つつが虫病
00デング熱
00日本紅斑熱
00ブルセラ症
00ボツリヌス症
00ライム病
9312レジオネラ症
00レプトスピラ症

五類感染症
2022年累計２月28日～４月３日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
211アメーバ赤痢
111ウイルス性肝炎
13761カルバペネム耐性腸内細菌感染症
10急性脳炎
00クリプトスポリジウム症
00クロイツフェルト・ヤコブ病
611劇症型溶血性レンサ球菌感染症
411後天性免疫不全症候群
00ジアルジア症
00侵襲性インフルエンザ菌感染症
00侵襲性髄膜炎菌感染症
322侵襲性肺炎球菌感染症
10水痘（入院例）
2477梅毒
00播種性クリプトコックス症
00破傷風
111バンコマイシン耐性腸球菌感染症
10百日咳
00風しん
00麻しん
00薬剤耐性アシネトバクター感染症

新型インフルエンザ等感染症
2022年累計２月28日～４月３日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
※19,58710,2399,348新型コロナウイルス感染症

※ 新型コロナウイルス感染症に係る届出状況については，集計システ
ムへの反映に時間を要するケースがあり，宮城県及び仙台市の患者
数に関する公表資料と差が生じております。公表資料は，次のURL
の宮城県ホームページからご覧願います。
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/02.html

１．全数届出対象疾患届出状況
一類感染症

2022年累計２月28日～４月３日期間・地域
疾患名 県全域県全域仙台市宮城県

届 出 な し

三類感染症
2022年累計２月28日～４月３日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
00コレラ
00細菌性赤痢
30腸管出血性大腸菌感染症
00腸チフス
00パラチフス

二類感染症
2022年累計２月28日～４月３日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
411688結核



公衆衛生情報みやぎ№528

－20－

宮城県感染症発生動向調査情報

（令和４年４月４日～令和４年５月１日，第14週～第17週）

宮城県結核・感染症情報センター＊

宮城県結核・感染症情報センターでは，「感染症法」に基づき，県内の医療機関の協力を得て，感
染症の患者発生報告と病原体の検出報告を行っています。ここでは月間の動向を提供します。

２．定点把握疾患報告状況

期間中，明らかな流行は認められませんでした。

３．病原体検出状況（保健環境センター検出分）

2022年累計月検出件数＊病 原 体

0A（H１）型

インフルエンザ
ウイルス

0AH1pdm09
0A（H３）型
0B型
0パラインフルエンザウイルス３型
0エンテロウイルス
0コクサッキーウイルス
0エコーウイルス
0アデノウイルス
0ヒトパレコウイルス
0風しんウイルス
0麻しんウイルス
0ヒトパルボウイルスB19
0GⅠ群

ノロウイルス 503GⅡ群
0GⅠ群及びGⅡ群
0ロタウイルス
11サポウイルス
0アストロウイルス
0ライノウイルス
0Ａ型肝炎ウイルス
0Ｅ型肝炎ウイルス
0RSウイルス

1,467337SARS-CoV-2
0O157

腸管出血性
大腸菌

0O26
0その他
0腸管毒素原性大腸菌
0腸管侵入性大腸菌
0腸管病原性大腸菌
0腸管凝集付着性大腸菌
0他の下痢原性大腸菌
0サルモネラ
0C.jejuniカンピロ

バクター 0C.coli
0黄色ブドウ球菌（毒素産生性）
0Yersiniaenterocolitica
0Ａ群溶血性レンサ球菌
0Legionellapneumophila

＊４月４日～５月１日の検出日で集計

４．トピック

県内の新型コロナウイルス感染症の患者数は依然として

高い水準で推移しています。宮城県は，５月15日までを【再

拡大防止期間】とし，感染対策の継続を要請しています。

感染拡大を抑制しながら，可能な限り社会・経済活動を維

持していくために，ワクチン３回目の早期接種のほか，引

き続き基本的な感染対策の徹底に努めるとともに，今後の

動向についても注視してください。

＊宮城県保健環境センター微生物部
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/hokans/kansen-center.html

四類感染症
2022年累計４月４日～５月１日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
311Ｅ型肝炎
111Ａ型肝炎
00エキノコックス症
00コクシジオイデス症
111つつが虫病
00デング熱
00日本紅斑熱
00ブルセラ症
00ボツリヌス症
00ライム病
1111レジオネラ症
00レプトスピラ症

五類感染症
2022年累計４月４日～５月１日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
20アメーバ赤痢
211ウイルス性肝炎
17422カルバペネム耐性腸内細菌感染症
10急性脳炎
00クリプトスポリジウム症
00クロイツフェルト・ヤコブ病
60劇症型溶血性レンサ球菌感染症
611後天性免疫不全症候群
00ジアルジア症
00侵襲性インフルエンザ菌感染症
00侵襲性髄膜炎菌感染症
7431侵襲性肺炎球菌感染症
10水痘（入院例）
33972梅毒
00播種性クリプトコックス症
00破傷風
10バンコマイシン耐性腸球菌感染症
10百日咳
00風しん
00麻しん
00薬剤耐性アシネトバクター感染症

新型インフルエンザ等感染症
2022年累計４月４日～５月１日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
※14,6877,8816,806新型コロナウイルス感染症

※ 新型コロナウイルス感染症に係る届出状況については，集計システ
ムへの反映に時間を要するケースがあり，宮城県及び仙台市の患者
数に関する公表資料と差が生じております。公表資料は，次のURL
の宮城県ホームページからご覧願います。
HP：https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/02.html

１．全数届出対象疾患届出状況
一類感染症

2022年累計４月４日～５月１日期間・地域
疾患名 県全域県全域仙台市宮城県

届 出 な し

三類感染症
2022年累計４月４日～５月１日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
00コレラ
00細菌性赤痢
522腸管出血性大腸菌感染症
00腸チフス
00パラチフス

二類感染症
2022年累計４月４日～５月１日期間・地域

疾患名 県全域県全域仙台市宮城県
6320128結核
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仙台市感染症発生動向調査情報

＜令和４年２月28日～令和４年４月３日＞

仙台市衛生研究所微生物課

集計（感染症法＊に基づく全数報告件数）

・結核
肺結核：４例
無症状病原体保有者：４例

・レジオネラ症
ポンティアック熱型：１例

・アメーバ赤痢
腸管アメーバ症：１例

・ウイルス性肝炎
Ｂ型：１例

・カルバペネム耐性腸内細菌科
細菌感染症
Klebsiellaaerogenes：３例
Enterobactercloacae：３例

・後天性免疫不全症候群
無症候：１例

・梅毒
早期顕症Ⅰ期：４例
早期顕症Ⅱ期：１例
無症候：２例

集計（患者数＊）

第９～13週
合計

第13週第12週第11週第10週第９週
週報定点把握対象
感染症名

540001RSウイルス感染症

411011咽頭結膜熱

22121063
Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

3415770688660感染性胃腸炎（小児科）

1541235水痘

200200手足口病

300021伝染性紅斑

3176477突発性発しん

000000ヘルパンギーナ

320001流行性耳下腺炎

000000インフルエンザ

100001急性出血性結膜炎

300111流行性角結膜炎

110000
感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

000000
クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

000000細菌性髄膜炎

000000マイコプラズマ肺炎

000000無菌性髄膜炎

000000
マイコプラズマ肺炎
（小児科）

200002川崎病

814210不明発しん症

＊感染症発生動向調査における患者定点医療機関から報告された患者数

コメント

［Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎］
第12週以降減少。

［感染性胃腸炎（小児科）］
増減あるものの，概ね横ばい
に推移。
第９週から第13週までの期間
において，集団感染事例はな
し。

第９～13週
合計

第13週第12週第11週第10週第９週疾患名

821122結核

200110Ｅ型肝炎

101000レジオネラ症

110000アメーバ赤痢

110000ウイルス性肝炎

623001カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症

100100後天性免疫不全症候群

211000侵襲性肺炎球菌感染症

702230梅毒

000000風しん

000000麻しん

10,2462,0931,7221,9322,1992,300新型コロナウイルス感染症※

＊感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
※2020年第36週より新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-
SYS）へ移行し集計方法が異なるため，仙台市の公表資料とは一致しておりません。
最新の公表資料は，下記のURLより仙台市ホームページをご覧ください。
HP：http://www.city.sendai.jp/kikikanri/kinkyu/corona2020/index.html
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仙台市感染症発生動向調査情報

＜令和４年４月４日～令和４年５月１日＞

仙台市衛生研究所微生物課

集計（感染症法＊に基づく全数報告件数）

・結核
肺結核：８例
肺結核及びその他の結核：
１例
その他の結核：１例
無症状病原体保有者：２例

・腸管出血性大腸菌感染症
O型不明 VT1：１例
O103VT1：１例

・レジオネラ症
肺炎型：１例

・ウイルス性肝炎
Ｂ型：１例

・カルバペネム耐性腸内細菌科
細菌感染症
Klebsiellapneumoniae：１例
Enterobactercloacae：１例

・梅毒
早期顕症Ⅰ期：４例
早期顕症Ⅱ期：１例
無症候：２例

集計（患者数＊）

第14～17週
合計

第17週第16週第15週第14週
週報定点把握対象
感染症名

21010RSウイルス感染症

00000咽頭結膜熱

161744
Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

3961221238269感染性胃腸炎（小児科）

30012水痘

32010手足口病

00000伝染性紅斑

3057108突発性発しん

00000ヘルパンギーナ

10010流行性耳下腺炎

00000インフルエンザ

00000急性出血性結膜炎

41012流行性角結膜炎

00000
感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

00000
クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

00000細菌性髄膜炎

11000マイコプラズマ肺炎

00000無菌性髄膜炎

00000
マイコプラズマ肺炎
（小児科）

00000川崎病

164543不明発しん症

＊感染症発生動向調査における患者定点医療機関から報告された患者数

コメント

［Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎］
第17週以降減少。

［感染性胃腸炎（小児科）］
第14週以降増加傾向。
第17週に，保育施設等におけ
る集団感染事例１件報告あ
り。

［突発性発しん］
第16週以降減少。

第14～17週
合計

第17週第16週第15週第14週疾患名

123126結核

21001腸管出血性大腸菌感染症

10001Ｅ型肝炎

11000Ａ型肝炎

10100レジオネラ症

11000ウイルス性肝炎

20011カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症

31110侵襲性肺炎球菌感染症

72122梅毒

00000風しん

00000麻しん

7,8821,5341,9822,0792,287新型コロナウイルス感染症※

＊感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
※2020年第36週より新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-
SYS）へ移行し集計方法が異なるため，仙台市の公表資料とは一致しておりません。
最新の公表資料は，下記のURLより仙台市ホームページをご覧ください。
HP：http://www.city.sendai.jp/kikikanri/kinkyu/corona2020/index.html
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仙台市内病院病原体検出情報

＜2022年２月28日～2022年４月３日＞

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
臨床研究部ウイルスセンター

ウイルス分離状況

第13週（最終）第12週（最終）第11週（最終）第10週（最終）第９週（最終）2022年

３月28日～４月３日３月21日～３月27日３月14日～３月20日３月７日～３月13日２月28日～３月６日

00000インフルエンザウイルスA（H１）型pdm09

00000A（H３）型

00000B型（山 形 系 統）

00000B型（ビクトリア系統）

00000C型

00000解析中

10000RSウイルス

00000ヒトメタニューモウイルス

00000ムンプスウイルス

01000アデノウイルス

00000エンテロウイルス

01000ライノウイルス

00000単純ヘルペスウイルス

00000サイトメガロウイルス

00000パラインフルエンザウイルス １型

00000２型

00000３型

00000４型

00000解析中

00000未 同 定

1/492/570/510/420/41分離総数／検体総数

抗原検出状況

第13週第12週第11週第10週第９週2022年

３月28日～４月３日３月21日～３月27日３月14日～３月20日３月７日～３月13日２月28日～３月６日

00000インフルエンザウイルス

00000A型

00000B型

10000RSウイルス

00000ヒトメタニューモウイルス

00000新型コロナウイルス

01010アデノ（呼吸器）

00000※溶連菌

00000アデノ（眼科）

00000アデノ（便中）

00000ノロウイルス

00000ロタウイルス

00000単純ヘルペス

00001水痘帯状疱疹

1/1221/1440/1421/1951/175陽性数／検体総数

※院内から提出される検体につきまして，同一患者から複数の検体が提出される場合がありますので，分離数と実質患者数
が異なる場合，「分離数（実質患者数）」の順に記載しています。
なお，これらの成績は主に以下の医療機関から定期的に送られてくる検体を解析したものです。
＊永井小児科医院，庄司内科小児科医院，仙台医療センター
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仙台市内病院病原体検出情報

＜2022年４月４日～2022年５月１日＞

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
臨床研究部ウイルスセンター

ウイルス分離状況

第17週（中間）第16週（中間）第15週（中間）第14週（最終）2022年

４月25日～５月１日４月18日～４月24日４月11日～４月17日４月４日～４月10日

0000インフルエンザウイルスA（H１）型pdm09

0000A（H３）型

0000B型（山 形 系 統）

0000B型（ビクトリア系統）

0000C型

0000解析中

0101RSウイルス

0000ヒトメタニューモウイルス

0000ムンプスウイルス

0000アデノウイルス

0000エンテロウイルス

1201ライノウイルス

0000単純ヘルペスウイルス

0000サイトメガロウイルス

0000パラインフルエンザウイルス １型

0000２型

0000３型

0000４型

0000解析中

0000未 同 定

1/1053/710/522/62分離総数／検体総数

抗原検出状況

第17週第16週第15週第14週2022年

４月25日～５月１日４月18日～４月24日４月11日～４月17日４月４日～４月10日

0000インフルエンザウイルス

0000A型

0000B型

0000RSウイルス

0000ヒトメタニューモウイルス

1000新型コロナウイルス

0000アデノ（呼吸器）

0010※溶連菌

0000アデノ（眼科）

0000アデノ（便中）

0000ノロウイルス

0000ロタウイルス

0000単純ヘルペス

0000水痘帯状疱疹

1/1670/1241/1830/164陽性数／検体総数

※院内から提出される検体につきまして，同一患者から複数の検体が提出される場合がありますので，分離数と実質患者数
が異なる場合，「分離数（実質患者数）」の順に記載しています。
なお，これらの成績は主に以下の医療機関から定期的に送られてくる検体を解析したものです。
＊永井小児科医院，庄司内科小児科医院，仙台医療センター
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「みやぎ県民防災の日」を迎えて思うこと
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保健所からの便り
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保健所からの便り 宮城県

今から44年前の昭和53年６月12日17時14分，

宮城県沖を震源とするマグニチュード7.4の地

震が発生し，死者28名，負傷者1,000人超という

人的被害に加え，ライフライン等のインフラに

も多大なる被害をもたらしました。今後起こり

うる大規模災害に備えるため，宮城県の震災対

策推進条例により，毎年６月12日は「みやぎ県

民防災の日」と定められ，この日には数多くの

県内機関において災害対応訓練が実施されてお

ります。

昭和53年から四半世紀の間では宮城県内で大

きな地震被害はありませんでしたが，平成15年

の宮城県北部地震以降の直近約20年は度々，県

内最大震度６以上地震が発生しております。最

近では今年の３月16日23時36分にマグニチュー

ド7.4の福島県沖地震が発生し，県内で最大震

度６強の揺れを観測したのは記憶に新しいかと

思います。

44年前と今年とで同じ海溝型，同じマグニ

チュードの地震であったにも関わらず，死者数

及び負傷者数に関しては今年の方が一桁少な

く，家屋の耐震基準の強化もその要因の一つと

思われます。確かにハード面の強化は長期間に

渡って効果が持続します。しかし，そのハード

を運用するソフト面つまり我々人間はどうで

しょうか。

この雑誌を読まれる多くの方が公的機関にお

勤めかと思われます。公的機関では人事異動で

毎年４月に職場のメンバーの多くが入れ替わ

り，業務や人間関係に慣れてきた６月に災害対

応訓練を行うことは改めて大きな意義がありま

す。特に私が勤務している石巻保健所にとって

は今年の訓練はこれまで以上に大切なものとな

ります。令和４年４月１日より石巻保健所と登

米保健所とが統合され，石巻保健所及び石巻保

健所登米支所としてスタートいたしました。人

間だけでなく，組織図まで大きな変更をしまし

たので，これまでよりも大幅なソフト面の更新

が迫られております。３月16日の地震はそのこ

とを突きつけられた機会となりました。

“保健所は地域保健の要であり，健康危機管

理の要でもある。”ソフト面が大きく変わって

も要であり続けられるよう，体制を整え例年以

上の気持ちで「みやぎ県民防災の日」を迎えた

いと思います。

（文責：石巻・気仙沼保健所 野上慶彦）

宮城県登米保健所の文字が削られ，横に宮城県
石巻保健所登米支所の看板を設置
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１．はじめに

令和２年以降，新型コロナウイルス感染症が

世界的に拡大する中，食品関係事業所における

部外者の立入制限，集合講習会の中止，祭事や

イベントの相次ぐ開催中止，また感染症対策へ

の応援業務によるマンパワー不足等により，本

市の食品衛生監視指導計画に基づく業務を進め

ることが困難な状況となっています。

健康被害や営業許可に関する業務について

は，職員から感染者が出ても中断しないよう，

各区衛生課等の連携により業務継続計画（BCP）

を定めています。また，食品の検査（収去検査）

については，検査を実施する衛生研究所が新型

コロナウイルス検査の最前線も担っていますの

で，検査の中止や再開は全市的に統率されてい

ます。これら以外の業務については各課での判

断に委ねられています。

ここでは，泉区保健福祉センター衛生課食品

衛生係における取り組みを紹介します。

２．主な通常業務での対応

① 監視指導

食品衛生法に基づいて，食品を製造・調理・

販売する施設の営業許可を行うとともに，食品

衛生法及び食品表示法に基づき，施設や食品取

扱状況について定期的な監視指導を行っていま

す。平成30，31年度の監視件数は年間3,000件

を超えていました。しかし，緊急事態宣言下や

まん延防止等重点措置が講じられる中，令和２，

３*年度では1,000件台に減少しました。仮設営

業として出店できる祭事等が相次いで中止とな

る中，本市の「キッチンカーマルシェ実証実験」

等の取り組みにより，祭事と関係なく営業がで

きる自動車の新規件数は平成31年度以降増加し

ています。（表１）

HACCPの義務化（令和３年６月）以降，新規

や継続の検査では衛生管理計画の作成を助言・

指導から確認まで行うとともに，すでに計画が

ある施設では記録も確認しました。監視件数は

減りましたが，時間をかけた指導ができました。

② 食品の検査（収去検査等）

市内で製造・販売されている食品の検査を行

い，食中毒の防止と違反食品の排除に努めてい

ます。平成30，31年度はほぼ計画通りに実施し

ましたが，令和２年度以降は計画より減少しま

した。特に令和３年度は，夏期に新型コロナウ

イルスのデルタ株，冬期にオミクロン株への置

き換わりなどによる急速な感染拡大により衛生

課職員も疫学調査に従事する必要があったた

め，一時的に検査を中止したことから，検体数

が大きく減少しました。このため，製造量が多

い広域流通食品製造施設や利用客数が多い大型

スーパーを優先して対象施設の選定を行うこと

で，食の安全上より影響が大きい食品を収去す

るように努めました。（表２）

新型コロナウイルス感染症の影響で，テイク

アウトや宅配を始めたり，持ち帰り専門店に業

態変更したりする飲食店等が次第に増加してき

たので，令和３年度重点事業として「テイクア

ウト事業を展開する施設に対する衛生管理の助

言，指導」に取り組みました。収去の検体数は

当初の計画から少なくなりましたが，仙台市で

作成した啓発チラシを活用し，衛生管理の注意

点（加熱調理品の放冷，客に対する消費期限や

保管温度の情報提供等）を周知しました。

コロナ禍における食品衛生業務の取り組みについて
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保健所からの便り 仙台市

＊令和３年度のデータは令和４年２月末
時点のものです。以下，同様です。

表１．監視指導件数（泉区）

R３＊R２H31H30年 度

1,4981,7853,1763,656監視件数

2011514自動車新規件数

表２．食品等の検査状況（泉区）

R３＊R２H31H30年 度

190179205221検体数（計画）

117164196221検体数（実際）
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③ 衛生講習会

食品関係営業の業種別講習会を例年６月頃に

４～５回に分けて開催し，食品衛生意識の向上

を図っています。令和２，３年度は５～７月か

ら９～11月に延期し，開催の可能性を模索しま

したたが，11～12月に感染拡大防止の観点から

講習会資料を送付しました。

通常の講習会の対象施設より範囲を広げたこ

とで，実際の講習会への参加が難しい施設へも

資料をお届けすることができました。

３．応援業務

各区の感染症対策は管理課が担っています。

その中で濃厚接触者を把握する調査（新型コロ

ナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調

査，施設調査）は衛生課の業務に類似しており，

患者数の増加に伴って応援業務に従事する機会

が増えました［応援延人数：令和２年度；26人，

令和３＊年度；147人］。

４．増大した業務

① HACCPに沿った衛生管理の推進

令和３年６月のHACCP義務化を前に，平成

30年度から市内の食品等事業者に対して，各業

界団体が作成する手引書等を活用し，施設の実

態に合わせたHACCP導入について，技術的な

助言・指導を行っています。

令和３年度（８～10月）は，泉区内の飲食店

（弁当等）や各種製造施設に対し，HACCPの

取組状況についてアンケートを実施しまし

た［回答数：190施設中62施設］。このうち，

「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」の

対象施設について集計したところ，約３割の施

設で衛生管理計画や実施記録が未作成であるこ

とがわかりました。（表４）

このアンケートはHACCP実施に向けての意

識付けの機会になり，また電話や窓口での相談

に対応してきたことで，徐々にHACCPが周知

されていることを実感しています。

令和３年６月から営業届出制度が創設され，

営業許可業種や届出不要な業種（１回の提供食

数が20食程度未満の給食施設や，農家や漁業者

が行う採取の一部とみなせる行為）以外の全て

の食品取扱施設（製造・加工・販売・貯蔵等）

が対象となりました。

厚生労働省の「食品衛生申請等システム」に

よる原則オンラインでの届出になりますが，届

出期限の令和３年11月末までには入力方法の説

明や届出された内容の確認に多くの時間を割く

こととなりました。

② 食品衛生に係わる相談

食品の安全性に関する相談を窓口等で行って

います。新型コロナウイルス感染症の拡大に伴

い，テイクアウトや感染症拡大防止協力金に関

係する相談が増えました。特に協力金の申請に

必要な営業証明書の発行や営業許可書の再交付

に関する事務も増えました。

５．工夫した取り組み

① 給食施設の監視指導

学校，保育所，老人福祉施設等の給食施設の

監視指導も行っています。これらの給食施設の

一斉点検は，平成30，31年度に年間約40件実施

しました。令和２，３＊年度は，応援業務でマ

ンパワーが制限される中，書類のみの確認やセ

ルフチェックシートの提出で施設の衛生管理状

況の把握に努めました。施設側からも接触機会

の低減につながるとのことで好評でした。（表

５）

表３．資料の送付件数（泉区）

R３＊R２年 度

1,1531,076資料の送付件数

表４．アンケート調査による
HACCP取組状況（泉区）

内 訳回答数質 問

44知っている
57

各業界団体が作成した
手引書を知っているか 13知らない

37作成済み

58
衛生管理計画を作成し
ているか

10作成中

11未着手

35作成済み

58
実施の記録を作成して
いるか

11作成中

12未着手

表５．給食施設一斉点検（泉区）

R３＊R２H31H30年 度

27163744施設立入（書類確認含む）

110――書類確認のみ

135――セルフチェックシートの提出



公衆衛生情報みやぎ№528

－28－

② 市民センターでの啓発活動

例年７月下旬～８月上旬（１回）に，泉区の

仙台市食品衛生協会衛生指導員とともに仙台市

地下鉄泉中央駅周辺の歩道上で食中毒防止の啓

発活動を行ってきました。

令和２，３年度の街頭啓発は中止となりまし

たが，泉区中央市民センターの協力により啓発

グッズ（標語入りウェットティッシュ）を区内

13箇所の市民センター窓口で配布しました。

また泉区中央市民センターでは，令和３年度

からデジタルサイネージが設置されましたの

で，食品衛生に関する記事を掲示するように依

頼しました。

③ 係内研修の実施

不要不急の外出が控えられるようになり，令

和２年度は研修会や説明会が次々に中止となり

ました。令和３年度は徐々にWEBで開催され

るようになりましたが，参加者数に制限があ

り，職員の研修を受ける機会が減っていると実

感しています。

令和２年度から係内研修（勉強会）を取り入

れて，令和２年度は16回，令和３年度※は10回

開催しました。（表６）

④ 係ミーティングの活用

毎日課内で実施していた昼礼を令和３年８月

から，週１回の課ミーティングと毎日の係ミー

ティングに切り替えたことにより，係内の情報

を共有する機会が増えたので，業務の予定を確

認するだけでなく，前日の相談事例等について

意見交換をしています。

６．おわりに

令和２年以降は，令和３年６月に完全施行さ

れた改正食品衛生法に備える時期であると同時

に，本格的に運用していく時期でもありまし

た。新・旧の制度から従来の業務を見据えて進

めるので大きな負担となりました。さらに新型

コロナウイルス感染症の応援勤務も加わったの

で，限られたマンパワーの中，効率化や省力化

により様々な工夫をすることで対応しました。

流行の波が繰り返されているため，本来の業務

が縮小・中止されています。このままでは業務

に関するノウハウがうまく引き継げなくなるこ

とが懸念されます。１日も早い感染の収束と社

会経済活動の回復を願うところです。

（文責：仙台市泉区保健福祉センター衛生課

食品衛生係）
表６．係内研修の実施内容

Ｒ３Ｒ２年 度

54食中毒等調査（処理要領，演習等）

研
修
内
容

24監視方法

15営業許可（自動車，仮設）

12収去

11法改正（施設基準，自主回収制度等）

1016計
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宮城県を代表するお鍋は何でしょうか。
連日蒸し暑いのにお鍋の話なんて怒られそう

ですが，例えば東京から遊びに来られた方に振
舞うとしたら何を作りますか。
一般的に，秋は「いも煮」，冬からは「セリ
鍋」でしょうか。私ももちろん大好きです。
でも，私が特に印象に残っているのは，「どん

こ汁」です。「どんこ」という魚を使った味噌仕
立てのお鍋で，一般的にはダイコン，ネギ，豆
腐を入れますが，七ヶ浜町の漁師さんに作って
もらったジャガイモ入りの「どんこ汁」がとて
もおいしく，東京の方にもすごく好評でした。
冬場を中心に，「どんこ」という名前でスーパー
などでも普通に並んでいるので，ぜひ作ってみ
てください。
さて，この「どんこ」は，いったいどんな魚

なのでしょうか。海釣りをする方にはお馴染み
の魚で，宮城県では防波堤でも普通に釣れま
す。夜行性が強いので，専門に釣る人は夜釣り
で狙うようです。マダラ釣りの外道としてもポ
ピュラーで，水深200ｍを超える深海釣りでも
よく釣れてきます。
実は「どんこ」というのは通称で，正式には
「チゴダラ」という魚です。つい３年程前まで
は，浅瀬にいる種類を「エゾイソアイナメ」と
して区別していましたが，現在は「チゴダラ」
と同一種であることが分かり統一されました。
でも，「どんこ」と呼んだほうが愛らしくていい
ですよね。
ちなみに，正式名称が「ドンコ」という魚は

別に存在します。中部地方より南に住んでい
る，カジカを大きくしたようなドンコ科の淡水
魚です。最大20㎝くらいになり，食用にもされ
るようです。「どんこ」を正式名称にできない
理由がここにあります。

先日，貞山運河で釣りをしていると，近くに
いた親子が「ドンコが釣れた！」と何度も騒い
でいます。見に行ってみると，バケツに小さな
チチブの仲間がたくさん入っていました。確か
に，河口などで釣れるチチブの仲間も「どんこ」
と呼ばれています。
せっかくなので，バケツに入っていたチチ

ブ，ヌマチチブ，シモフリシマハゼの３種類の
見分け方を教えてあげました。お父さんは，こ
のチチブが海で釣れる「どんこ」の幼魚だと
思っていたようです。
チチブの仲間（チチブ属）は，県内の汽水域

や漁港などでも４種類確認できますが，すべて
ひっくるめて「どんこ」や「ダボハゼ」などと
呼ばれています。繁殖期や，怒ったりすると黒
くなる個体がいるので，変異が多くて見分けに
くいですが，興味があったら識別にも挑戦して
みてください。
貞山運河には，ヌマチチブが多いようです。
胸ビレに縦にオレンジ色の線が見えるのが主な
特徴です。
でも，このチチブの仲間やクサフグが多い
と，狙いのマハゼやテナガエビが釣りにくいの
で，釣り人からは嫌われているかもしれませ
ん。
ちなみに，チチブとヌマチチブはどちらも海

にも川にもいるので，普段は混同されているよ
うです。海で捕まえたものを淡水の水槽に入れ
ても生きています。すごい魚ですね。

シイタケにも「どんこ」というのがあります
よね。乾燥シイタケのうち，傘が開く前に収穫
し，丸く肉厚に見えるものが「どんこ（冬菇）」
です。響きが良く言いやすいのか，いろいろな
「どんこ」がありますね。

文・木村健太郎

宮城県森林インストラクター協会

“どんこ”ってなに？
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ちょっとひと息

防波堤で釣れたどんこ（チゴダラ）

ヌマチチブ
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先日，ラジオ放送で「宇宙天気予報」の話題

を聴く機会がありました。改めて「宇宙天気予

報」をネットで検索してみたところ，太陽フレ

ア等の状況を観測し，それに伴う影響を予測し

て，地球上の天気予報と同じように予報するも

のだそうです。

このラジオ放送を聴いて，以前に各紙新聞で

太陽フレアに関しての記事が掲載されていたこ

とを思い出しました。その記事は，総務省から

の異例の発表で極端な現象が起きた時の影響に

よりスマートフォンやテレビが約２週間にわた

り断続的に利用できなくなることや，大規模な

停電が起きるなどの被害想定で，行政や企業に

注意を促す内容でした。

マスコミでは，コロナウイルス問題や直近の

ウクライナ問題が大きく取り上げられています

が，我々の生活に影響を与えるような気候変動

や環境等の問題についても注意を払って行きた

いと思います。

さて，本誌は今年度から隔月刊行となりまし

たが，内容を充実できるよう頑張ってまいりま

すので，引き続き読者の皆様からのご意見・情

報をお待ちしております。

（事務局：jouhou@eiseikyokai.or.jp）

あ と が き




